
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【おはなし介護これから介護】は図書館のあるゆうゆう今川館でちょっと離れたご

近所とたまにお話ししています。親子関係、転職、入院、介護など人生に山あり谷

あり。「ああ。あったなあ。私はね・・」と思い出して話し始める人生の先輩方。

伝えたい。大切なこと。ゆうゆう今川館ではいろんなサークルが活動中です。人生

100 年。ボランティア、趣味、体操など「何かやりたい」気持ちがある方はゆう

ゆう館と社協（杉並社会福祉協議会）とケア 24に気軽にお声かけ下さい。 

 

 

若い人は自分のことや子ども

のことで忙しいだろうね。私

らもそうだった。自分の親を

介護するなんてずっと先のこ

とだと思ってた。ほんとは考

えないようにしてたのかもし

れないね。 

 

介護は突然はじまることがあ

ります。実際経験された方達も

試行錯誤した先に自分のスタ

イルを見つけているようです。

自分の困り事も誰かときっと

同じ。経験をシェアしません

か？ 

 

 

ゆうゆう今川館 地図 

JR 中央線荻窪駅北口から関東バス 0 番乗り場 

「井草八幡宮」下車徒歩五分 

JR 中央線西荻駅北口から関東バス「井荻駅」行き 

「今川四丁目」下車徒歩七分 

 

 



 

 

ゆうゆう館協働事業 

【共催】ケア２４上荻・ゆうゆう今川館 

日時：令和 8 年 9 月 12 日（土）   １５：００～１６：３０ 

会場：ゆうゆう今川館 ホール 参加費：無料 

    杉並区今川４－１２－１０ 裏面の地図参照 定員：30 名  

申込み：☎ケア２４上荻（０３－５３０３－６８５１） 

 
長寿応援ポイント対象講座 

 

  

 

『介護は突然はじまること

があります。実際経験され

た方達も試行錯誤した先に

自分のスタイルを見つけて

いるようです。自分の困り

事も誰かときっと同じ。経

験をシェアしませんか？』 

 

 年をとり、しょうがないねの良さもある 
都会に長く住んでいる私たちは近所づきあいがあまりなく、子どもが巣立つと夫婦

や一人で家にいることが多くなります。そこでちょっと離れたご近所と話してみる

ことは体と心の最も手軽な健康づくりと考えています。こうした出会いと話し合い

から生まれたこころのことばを載せておきます。次回のご参加お待ちしています。 

   

    〇もう少し元気で友達と楽しみたい。 

〇男の人は仕事のことは生き生きと話す。 

〇何もいらない。健康であれば。 

〇東京が好き。杉並が好き。 

〇介護より仲良く暮らすほうが心配。 

○わたしを大事にするから、まわりに優しくなれる。 

〇整える。自分のステージを持つ。 

     〇よくやっている自分を最初に許してあげる。 

〇まだやりたいことがある。わたしを大切に。 

〇「ありがとう」を口に出して伝える。 

        〇ありのまま無理せずに過ごす。 

      

 

 

 

 

 

 

 


